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１．研究計画の概要 
蘚苔類の系統関係の骨格部分が描き出され
た現在，新たな研究課題が浮上し，分子なら
びに形態の更なる情報収集が求められてい
る.これら浮上した研究課題を中心に蘚苔類
の系統について，下記テーマを掲げて総合的
に研究を進め，蘚苔類の系統関係の議論をよ
り強固な根拠に基づいて展開する．(1) 配偶
体上に半寄生的に生活する胞子体は，形態の
多様性の進化を導くような淘汰圧が低く，形
態進化が配偶体の形態進化よりも遅い可能
性があるとの考えに立脚して，高次分類群の
系統関係を明確に反映する形質の探索をめ
ざした胞子体形質を再検討すること，(2) 下
等陸上植物における祖先的な形質の一つと
考えられている『単色素体性細胞』の系統的
意義の再検討，(3) 既存の分子系統学的解析
方法に加えて，ゲノム上の共有派生形質と言
える塩基配列中への配列の挿入パターンを
利用した解析方法を利用した分子系統学的
解析 
２．研究の進捗状況 
(1)苔類の中で初期に分岐し，原始的体制をと
どめるとされるコマチゴケについて，原糸体
細胞分裂での微小管系の変遷を研究し，陸上
植物に典型的な表層微小管系と分裂準備微
小管帯(PPB)の形成を確認した．これは蘚類
には未知である．また，紡錘体は，ゼニゴケ
類と同様に，球形の微小管形成中心（極形成
体）から形成されることを明らかにし，苔類
固有の原始的細胞分裂装置と考えた． 
(2)ナンジャモンジャゴケの葉緑体ゲノムを
全塩基決定に挑み，葉緑体ゲノムの抽出(ガラ

スウール手法)し，LA-PCRで得られた平均断
片長約10kbのPCR産物で葉緑体ゲノムの全
周を網羅した．産物を精製した後，ショット
ガン法により，葉緑体ゲノムのほぼ全周の塩
基配列を決定した．この過程で，cysA, cysT, 
ccsA という３遺伝子の存在を蘚類の葉緑体
ゲノム中にはじめて確認することができた． 
(3)蘚類では，ナンジャモンジャゴケ目とクロ
ゴケ目の茎頂部分における単色素体を追求
し，ナンジャモンジャゴケでは頂端細胞は単
色素体性であるが，クロゴケは他の蘚類と同
様に複色素体性細胞であることを突き止め
た． 
(4)葉状体制で所属の確定していなかった苔
類Mizutaniaについて，頂端細胞の分裂様式
は，楔型の二面切り出し型であるが，雌雄両
花序では，3 列の苞葉をもつことや葉緑体の
rbcLと rps4遺伝子を用いて構築した系統樹
から，従来のMetzgerialesに位置させる体系
を廃し，Jungermanniales (ウロコゴケ目)の
Calypogeiaceaeに含める分類体系を提案 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由）：当初予定した計画について期待し
た結果が着実に得られている．ただ，胞子体
形質の評価のために押さえるべき情報を更
に確保する必要性を自覚しているため． 
 
４．今後の研究の推進方策 

ミズゴケ葉緑体ゲノム解析が部分的に進
めているが，まだ目的の PCR 産物を得る
ことに至っていない．これの解析と共にク
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ロゴケ類についての解析に挑む予定である．
現在 5種のコケ植物（ゼニゴケ，ホウライ
ツノゴケ，ヒメツリガネゴケ，ミドリゼニ
ゴケ）の葉緑体ゲノムが決まっており，そ
の構造を比較し，分子系統解析と併用する
ことで，さらに詳細な系統関係を調べるこ
とができる．組織学的研究としては，他の
苔類と比較して特異な配偶体形態を有して
いるトロイブゴケ属について，胞子体が確
保できたので，その詳細な形態を明らかに
して，ゲノム情報と組み合わせて系統関係
の考察に導く． 
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